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Abstract: After the March 15 incident on Japanese Communist Party members in 1928, many 
activists converted in prison, and conversion period (tenkō jidai) appeared. The converted 
people (tenkōsha) then wrote notes in which they described the ideological and spiritual 
changes that occurred during their imprisonment. The change was prompted by the teachings 
of Buddhism, mainly Jōdo Shinshū, and the presence of chaplains (kyōkaishi) who mediated 
the teachings. The tenkōsha abandoned their faith in Marxism, returned to Japanese traditional 
familism, became devoted to the Emperor of Japan, and some started to practice agricultural 
fundamentalism. In this article, I will focus on a person named Kobayashi Morito (1902 
-1984), who wrote about his own experience of conversion in Until He Left the Communist 
Party (1932) and also edited the notes of other conversion people and published them as 
Notes of a Converter (1933) and Thought and Life of the Converted (1935), and will analyze 
the stories of conversion experiences of various tenkōsha, reexamining how they accepted 
conversion, and at the same time focus on the contradictions and conflicts that occurred there.
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たレト・ホフマン（Reto Hofmann）の次の最新の研究を参照。Hofmann Reto 
2020, What’s Left of the Right: Nabeyama Sadachika and Anti-communism in Transwar Japan, 










































































































































































































































































































































































































の組み合わせにもとづいていた」と捉えている。Lyons A. 2019, From Marxism 
to Religion: Thought Crimes and Forced Conversions in Imperial Japan, «Japanese Journal of 




















































































































































































































人間（Menschen）を作るのではない」（Der Mensch macht die Religion, die 



























































































CoNVERTERS TELL THEIR SToRIES: KobAYASHI MoRITo ANd HIS NETWoRKS
島地は1927年に亡くなっているので、その膨張的家族主義が転向者に
影響を与えたのはあくまで著作を通じてであったが、それは転向後の転
向者の思想を大東亜新秩序や総力戦の体制に紐付けした可能性はあるだ
ろう。そして言うまでもなく島地らの思想を彼らに引き合わせた藤井恵
照ら教誨師の役割についても検討される必要がある52。藤井の場合、教誨
師の仕事を1902年から1940年までの長きにわたって勤め、思想犯ととも
に死刑囚（その数200有余名53）の教誨を担当した。死刑囚の中では〈鈴
弁殺し事件〉と呼ばれたバラバラ殺人事件の犯人に教誨師として接し、
著書『死刑囚物語』（百華苑、1951）の中でも仏教の信仰を厚くした彼
がいかに美しく執行の日を迎えたかを共感をもって物語化している。死刑
囚に接する藤井の回想を見る限り、そこには獄中にある者の言葉に耳を傾
け、間近にある死に静かに向き合わせる善意ある仏教者が物語化されてい
るとしか言いようがない。しかし教誨師一般について言うならば、前川亨
が西本願寺の教誨師向けに発行している書物にある戦前の教誨活動の絶賛
と自己弁護に対して「国家主義イデオロギーの注入に教誨師が積極的な働
きをしなかったというのは事実に反する54」ときびしく批判していること
には留意しておくべきであろう。
教誨師が国家権力の管理下の監獄において思想犯を仏教の教えで善導
し、共産主義思想をそれに塗り替える役割を果たしたことは明白で、死刑
囚に対して果たしたことと同一に考えることは出来ない。小林杜人ら転向
者の尊敬を集めた藤井らの教誨事業そして小林も関わっての帝国更新会や
両全会などにおける更生保護事業に対する評価の方法も課題となろう。
小林の没後に刊行された前掲『「転向期」のひとびと』には、転向後
の帝国更新会での事業、そして転向者の「指導的精神55」の研究のために
帝国更新会と藤井恵照の支援を得て創設された国民思想研究所での活動
などについて回想されているが、これらの活動が彼の〈転向の思想〉を
どのように具体化していったのかについても考察を拡げる必要がある。
同書には国民思想研究所から1935年8月に創刊された機関誌『轉生』創
刊号の目次が掲載されているが、そこには小林のほか庄司徹（村山藤四
郎）、西光万吉（全国水平社の創立者。水平社の運動には小林も長野の労
農運動時代に関与していた）、池ノ内三雄、金錬學、角田守平といった、
これまで取り上げてきた『転向者の手記』『転向者の思想と生活』に手記
52 前掲萬田論考にも「『思想と信仰』の意図は教誨にはなかった。だが、藤井
恵照によって転向者たちに読むことが勧められ、帝国更新会の思想的バック
ボーンとなっていく」という指摘がある（p. 33）。
53 藤井恵照『死刑囚物語』（百華苑、1951）自序、参照。同書、p. 1.
54 前川、前掲論考、p. 112.
55 国民思想研究所から刊行した機関誌『轉生』創刊号（1935・8）「創刊の辞」
にある言葉。同「創刊の辞」は前掲小林『「転向期」のひとびと』、p. 127に
再録されている。
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の執筆者が結集している56。翌年の1936年に同誌は『国民思想』と解題さ
れて1941年4月の終刊号まで刊行を続けた。『「転向期」のひとびと』は
『国民思想』掲載の論説等を抜き出して紹介しているが、その執筆者を見
ると、上記の転向手記集に執筆し帝国更新会に所属した転向の同朋らとと
もに、転向者と（表向きかもしれないが）その賛同者の巨大なネットワー
クを雑誌を通して築こうとしていることが見えてくる。そこには山田清三
郎、高倉テル、徳永直、佐野学、亀井勝一郎、倉田百三、妹尾義郎らの名
前も見ることが出来る。
新聞雑誌統廃合のために廃刊することになった同誌の終刊号巻頭の3篇
「廃刊に際して」「新しい出発──自己批判として──」「国民思想の追
想」は、いずれも小林杜人が書いている。「新しい出発」には次のような
言葉が見出せる。「しかしながら私は日本人である以上すべての人が転向 
することを信じて居る。元々我々は日本国民であつたのだ57」。天皇に 
「帰一」する日本人であるという〈超越〉的転向の論理はここでも微動だに 
していない。そして「我々こそは国民のだれよりも多く反省し私心を去
らねばならぬ58」とも言う。
国民の日陰者の国民を脱して〈最も純化された国民〉として生まれ変わ
った転向者はもはや国体と完全に同期しているようにも見える。「転向者
とか、前歴者とか言はるゝ言葉を無くするようにしよう。我々は全体がみ
そぎはらひによつて更に更に一層純化するべきである59」。『国民思想』
を辿って読んでいくと、満洲開拓や総力戦体制への順応が色濃く、その
過程で小林自身も応召した日中戦争に加えて、終刊号の出たその年の暮
れにはアジア太平洋戦争が始まる。そのような戦争の深まりに適応する
かたちで、彼らは自らの〈転向者〉としての新しい同一性を探し直すこ
とを迫られていたのである。
56 『轉生』創刊号の巻末には「相談部」という読者（転向者）からの相談を受
け付ける項目があり、同号では藤井恵照が解答している。それによると帝国
更新会が東京市職業課の協力を得て斡旋た転向者の就職率は90％に上るとのこ
とだが、一方で同号に小林が寄稿した「農村の同志に潤ひある生活を」には
帰村した転向者に対する農村の無理解のことが述べられており、本稿でも度
々言及した山口隼郎などは《「また危険な事を何かやり出すのであらう」と
のデマも飛んだ》（p. 71）などと、その苦労について記しており、農村におけ
る転向者の〈転生〉の困難を率直に語っている点が興味深い。
57 小林杜人「新しい出発─自己批判として」（『国民思想』第7巻第4号［終刊
号］、1941・8）、p. 7.
58 前掲、小林論考、p. 10.
59 前掲、小林論考、p. 15.
